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真です。毎年、鳥取砂丘を光で演出する「鳥取砂丘イリュー

ジョン」の今年のテーマは「スペース・ファンタジーⅡ」。

鳥取砂丘駐車場周辺一帯をイルミネーションの華やかな光

で彩っています。期間は12月22日（日）

までの間、午後６時から午後９時まで

開催中。ぜひ、クリスマスシーズンの

この時期、「鳥取砂丘イリュージョン」

をお楽しみください。
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３

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
の
２
０
２
４
年

度
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
11
月
15
日

（
金
）、
鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
行
わ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
業
務
に
精
励
し
、

会
社
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
57
人

に
児
嶋
祥
悟
会
頭
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
勤
続
30
年

以
上
の
「
特
別
優
良
従
業
員
表
彰
」

11
事
業
所
16
人
、同
10
年
以
上
の
「
一

般
優
良
従
業
員
表
彰
」
22
事
業
所
41

人
で
す
。

　
午
後
５
時
30
分
か
ら
の
表
彰
式
で

は
、
運
営
委
員
会
の
嶋
田
耕
一
委
員

長
が
審
査
結
果
を
報
告
し
た
あ
と
、

児
嶋
会
頭
が
「
会
社
組
織
の
繁
栄
は
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
勤
勉
の
た
ま
も

の
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
も
と
に
、

豊
富
な
経
験
や
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

後
輩
に
伝
え
て
も
ら
い
、
事
業
主
の

方
と
共
に
地
域
が
一
体
と
な
り
、『
鳥

取
の
活
性
化
』
の
た
め
に
パ
ワ
ー
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
各
表

彰
者
の
代
表
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
の
祝

辞
に
続
き
、
被
表
彰
者
全
員
を
代
表

し
て
㈱
シ
セ
イ
堂
デ
ザ
イ
ン
の
濱
岡

浩
之
さ
ん
が
「
長
年
に
わ
た
り
支
え

て
も
ら
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
。
今
後
も
今
ま

で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
企
業
や

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
全
員
で
記

念
撮
影
を
し
て
式
を
終
え
ま
し
た
。

～ 被表彰者ら晴れやかに ～～ 被表彰者ら晴れやかに ～

2024年度鳥取商工会議所優良従業員表彰式2024年度鳥取商工会議所優良従業員表彰式

謝辞を述べる濱岡浩之さん

特別優良表彰代表の岡嶋潔さん

一般優良表彰代表の川西数也さん

晴
れ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た

優
良
従
業
員
表
彰
式
　
　
　
　
　
　
　

精励勤務精励勤務のの5757人表彰人表彰
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なんと！　２７５，０００円もお得!!

切手代＠110×2,700社＝297,000円

貴社のチラシを会報と一緒に会員事業所等へ配布します！

例えば… Ａ４チラシ単独ＤＭの場合

お問い合わせ・お申し込みは … 鳥取商工会議所 経済振興課 TEL （０８５７） ３２－８００３へ

※年間契約は２０％引き、半年契約は１０％引き、３ヵ月契約は５％引き 

■こんな告知が有効です…忘新年会・歓送迎会などの宴会プランのご案内、職員旅行・団体旅行商品などのご案内、営業車両関係、福利厚生

関係、文具備品、ユニホーム、通信関係、年賀状印刷、貸室・テナント募集、各種イベント・説明会等への集客、新製品情報、独立開業 …など。

＜チラシ＞
B5・A4判 B4・A3判2つ折り

２７‚５００円２２‚０００円

折り込み料金（１ヵ月/消費税10％込み）２，７００枚
市内約2‚700社へ郵送したとすると

４

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会
（
吉

岡
佐
和
子
部
会
長
）
は
11
月
５
日

（
火
）
か
ら
２
日
間
、
愛
知
県
岡
崎

市
の
視
察
を
行
い
、
部
会
員
や
行
政

関
係
者
ら
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
は
、
今
年
８
月
に
当

部
会
で
開
催
し
た
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

な
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
で
取
り

上
げ
た
岡
崎
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

「
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
」
に
つ
い
て
、

現
地
を
歩
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

に
実
施
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
に

計
画
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
岡
崎
ま
ち
育
て
セ
ン
タ
ー

・
り
た
」
の
天
野
裕
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
岡

崎
市
は
、
１
９
８
５
年
か
ら
30
年
間

で
中
心
市
街
地
の
人
口
が
30
％
減
少

し
、
商
店
の
数
は
75
％
減
少
、
地
価

も
40
％
下
落
す
る
な
ど
の
都
市
経

営
の
課
題
が
あ
り
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ

ル
の
籠
田
公
園
は
閑
散
と
し
て
周
辺

の
高
齢
化
率
が
40
％
を
超
え
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め

２
０
１
５
年
、
こ
れ
か
ら
の
１
０
０

年
を
暮
ら
す
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち

に
す
べ
く
「
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
」

の
計
画
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
市
民
の
暮
ら
し
の

質
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
歩
い
て
楽

し
く
自
転
車
で
回
れ
て
車
で
も
来
や

す
い
ま
ち
に
す
る
こ
と
、
敷
地
単
位

で
は
な
く
エ
リ
ア
の
価
値
を
向
上
さ

せ
る
べ
く
、
質
の
高
い
公
共
投
資
を

行
う
こ
と
や
、
低
未
利
用
な
施
設
や

空
間
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
持
続

可
能
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

　
金
融
部
会
先
進
地
視
察
研
修

　
金
融
部
会
先
進
地
視
察
研
修

愛
知
県
岡
崎
市「
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
」

愛
知
県
岡
崎
市「
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
の
事
例

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
の
事
例

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
２
日
目
は
、
実
際
に
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ

Ａ
地
区
内
を
歩
い
て
公
共
投
資
を

行
っ
た
籠
田
公
園
の
再
整
備
や
、
民

間
投
資
と
し
て
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
な
ど
を
見
学
。
籠
田
公
園
や
中

心
市
街
地
の
商
店
街
に
子
育
て
世
代

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
人

が
回
遊
し
て
お
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
岡
崎
市
の
都
市

経
営
の
課
題
は
鳥
取
市
に
も
当
て
は

ま
る
も
の
が
多
く
、
岡
崎
市
の
よ
う

に
中
心
市
街
地
に
官
民
と
も
に
新
し

い
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
や
、
ま
ち

な
か
に
人
々
が
回
遊
す
る
た
め
に
必

要
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
べ
た
の
で
鳥
取

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
還
元
し
て
い
き

た
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

報
告
＝
経
済
振
興
課
係
長 

金
兒
耕
平

天野氏のレクチャーを受ける参加者

籠田公園でレクチャーを受ける参加者
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５

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
ま
ち
な
か
賑
わ

い
創
出
特
別
委
員
会
（
大
田
斉
之
委

員
長
）
は
10
月
30
日
（
水
）
か
ら
２

日
間
、
福
島
県
郡
山
市
と
栃
木
県
宇

都
宮
市
を
視
察
し
、
大
田
委
員
長
ら

３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
当
委
員
会

で
は
、
若
桜
街
道
沿
い
ビ
ル
群
の
老

朽
化
問
題
を
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
と

捉
え
て
活
動
。
若
桜
街
道
に
面
し
た

建
物
は
、
鳥
取
大
火
後
の
復
興
に
際

し
て
建
築
さ
れ
た
も
の
が
多
く
存
在

し
、
そ
れ
ら
の
築
年
数
は
70
年
を
超

え
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
中
心
市
街
地
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
策
を
学
ぶ
た
め
今
回
の
視
察

を
計
画
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
訪
れ
た
郡
山
市
は
、
35
万

人
と
い
う
東
北
地
方
で
第
２
位
の
人

口
を
擁
す
る
都
市
で
、
福
島
県
最
大

の
商
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
東
日
本
大
震

災
の
発
生
に
よ
り
中
心
市
街
地
の
建

物
が
軒
並
み
全
壊
判
定
と
な
っ
て
取

り
壊
さ
れ
、
空
き
地
や
平
面
駐
車
場

が
多
数
存
在
す
る
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
の
た
め
再

開
発
事
業
が
活
用
さ
れ
、
全
壊
と

な
っ
て
移
転
し
た
総
合
病
院
跡
地
に

複
合
施
設
を
建
設
す
る
「
郡
山
市
大

町
二
丁
目
地
区
再
開
発
事
業
」
は
、

７
階
建
て
の
建
物
に
地
産
地
消
レ
ス

ト
ラ
ン
や
も
の
づ
く
り
工
房
が
入
る

ほ
か
、
事
業
主
で
あ
る
総
合
病
院
の

特
性
を
生
か
し
、
乳
児
院
や
保
育

園
、
シ
ニ
ア
向
け
賃
貸
住
宅
が
入
居

を
予
定
す
る
な
ど
、
地
域
の
生
活
拠

点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
日
目
に
訪
問
し
た
宇
都
宮
市
は

　　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
視
察
研
修

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
視
察
研
修

郡
山
・
宇
都
宮
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

郡
山
・
宇
都
宮
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
に
ぎ
わ
い
創
出

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
に
ぎ
わ
い
創
出

人
口
51
万
人
の
北
関
東
最
大
の
都
市

で
、
栃
木
県
の
県
庁
所
在
地
で
も
あ

り
ま
す
。
宇
都
宮
市
は
昨
年
８
月
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
業
に
あ
わ
せ
て
宇
都
宮
駅

東
口
広
場
の
再
整
備
を
実
施
し
、
さ

ら
に
駅
西
側
へ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
延
伸
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
業
に
よ
っ

て
駅
東
側
は
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
、

沿
線
地
価
が
上
昇
す
る
な
ど
好
影
響

が
生
ま
れ
て
い
る
反
面
、
市
内
の
繁

華
街
が
密
集
し
て
い
る
駅
西
側
は
ま

ば
ら
な
人
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
宇
都
宮
市
で
す
が
、

他
の
地
方
都
市
と
同
様
、
中
心
部
で

の
空
き
店
舗
の
増
加
や
歩
行
者
通
行

量
の
減
少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
１
９
９
９
年
10
月
に
官
民
一
体

と
な
っ
た
組
織
「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く

り
推
進
機
構
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

同
機
構
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

大町整備事業現場

宇都宮商議所での会議の様子

計
画
の
実
施
主
体
者
で
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
力

を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
が
「
ま
ち

な
か
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
」。
全

長
２
８
０
ｍ
に
わ
た
る
全
蓋
式
ア
ー

ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て
い
る
オ
リ
オ

ン
通
り
商
店
街
で
行
わ
れ
て
い
る
事

業
は
、
許
可
を
取
れ
ば
店
前
３
ｍ
ま

で
机
と
椅
子
を
設
置
し
て
営
業
で
き

る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
人

通
り
が
増
え
て
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ

た
反
面
、
夜
間
の
治
安
悪
化
や
、
緊

急
車
両
通
行
時
に
道
幅
が
狭
く
な
る

な
ど
の
課
題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、
商
工
会

議
所
・
商
店
街
・
警
察
・
市
で
対
策

会
議
を
設
置
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
設

置
場
所
の
指
導
な
ど
を
行
う
こ
と
で

対
処
し
、
夜
の
活
気
と
の
共
存
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
は
、
郡
山
は
ハ
ー
ド
、

宇
都
宮
は
ソ
フ
ト
と
、
両
面
の
ま
ち

づ
く
り
手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

大
変
実
り
多
い
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　
報
告
＝
地
域
振
興
課
係
長
　
木
下

雄
佑
（
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別

委
員
会
担
当
）
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
流
通
部
会
（
手

石
幸
洋
部
会
長
）
は
11
月
12
日(

火
）

か
ら
２
日
間
、
新
鳥
取
駅
前
地
区
商

店
街
振
興
組
合
（
真
嶋
茂
理
事
長
）
と

合
同
で
、
岐
阜
県
の
（
一
社
）
多
治
見

市
観
光
協
会
を
部
会
員
ら
11
人
で
訪

問
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
地
域
づ

く
り
を
学
び
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
同
協
会
の
松
井
侑
樹
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
、
ま
ち
な
か
で
進

め
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
多
治
見
市
は
、
由
緒
あ

る
文
化
財
や
美
濃
焼
な
ど
の
陶
磁
器

が
魅
力
の
ま
ち
。
昔
の
多
治
見
駅
周

辺
は
、
美
濃
焼
の
問
屋
が
並
ん
で
栄

え
て
い
た
と
の
話
で
し
た
が
、
郊
外

化
の
進
展
で
空
き
店
舗
が
増
え
る
な

ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
松
井
氏
は
事
例
の
一
つ
と
し
て
、

駅
周
辺
の
再
生
に
向
け
た
空
き
物
件

の
活
用
を
紹
介
。
老
朽
化
し
た
建
物

を
地
元
素
材
で
改
修
し
て
多
治
見
ら

し
さ
を
演
出
し
、
に
ぎ
わ
う
複
合
施

設
に
復
元
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
説
明
を
受
け
た
後
、「
本
町
オ
リ
ベ

ス
ト
リ
ー
ト
」
に
移
動
。
茶
室
・
美
濃

焼
体
験
な
ど
非
日
常
を
味
わ
う
こ
と

の
で
き
る
複
合
施
設
を
構
え
る
な
ど

「
レ
ト
ロ
と
モ
ダ
ン
」、「
観
光
と
地
場

産
業
」
を
調
和
さ
せ
た
景
色
や
文
化

を
味
わ
う
空
間
と
し
て
再
生
さ
れ
た

ま
ち
な
み
を
散
策
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
地
元
の
資
源

を
生
か
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
報
告
＝
地
域
振
興
課
長
　
坂
本
佳

代
子（
流
通
部
会
担
当
）

    

流
通
部
会
が
多
治
見
市
視
察

流
通
部
会
が
多
治
見
市
視
察

ま
ち
な
か
の
観
光
資
源
を
有
効
活
用

ま
ち
な
か
の
観
光
資
源
を
有
効
活
用

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　    

多
治
見
の
魅
力
を
活
用
し
た
取
り
組
み

多
治
見
の
魅
力
を
活
用
し
た
取
り
組
み

松井マネージャーから説明を受ける参加者

パートタイム労働者の無期転換申込権行使に対応して、無期労働契約の
労働条件を就業規則で整備しておこうと考えています。いわゆる「別段

の定め」により転勤やフルタイムでの稼働を就業規則で定めようと考えていま
すが、注意すべきことはありますか。

今回は、無期転換後の労働条件について説明します。就業規則等に「別
段の定め」を定めることにより、無期転換申込権行使後の労働契約に関

し従前の労働条件と異なる労働条件を定めることができます（労働契約法18条
１項）。
　そして、転勤といった従前の有期労働契約の労働条件よりも不利益な内容の就業規則を定めるのであ
れば、これが無期転換申込権取得前に定められた場合には労働契約法７条が適用されるため、就業規則
の労働条件自体が合理的なものであることを要します。
　本件のように、転勤やフルタイム稼働を定めるのであれば、賃金及び昇給制度の改善が必要となりま
すので、賃金及び昇給制度の改善がなければ不合理なものとして無効になるものといえます。
　他方で、従前の有期労働契約の労働条件よりも不利益な内容の就業規則が無期転換申込権取得後に定
められた場合には、労働契約法10条が類推適用されるため、その不利益の程度、変更の必要性、内容の相
当性、労働者への説明経過といった事情を考慮して合理的なものであることを要します。
　したがって、転勤の定めが無期転換申込権取得後に就業
規則において定められた場合には、地域限定で稼働してい
るパートタイム労働者にとって不利益の程度が重大です
ので、労働契約法10条類推適用により無効となる可能性が
高いと思料されます。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
165

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 無期転換後の労働条件無期転換後の労働条件



鳥取商工会議所報
VOL766.2024.12.15

７

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
観
光
・
交
通
部

会
（
澤
耕
司
部
会
長
）
は
11
月
６
日

（
水
）、
鳥
取
市
永
楽
温
泉
町
の
「
観

水
庭
こ
ぜ
に
や
」
で
常
任
委
員
会
研

修
会
を
開
き
、
常
任
委
員
ら
18
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、（
一
社
）
山
陰
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
機
構
の
野
浪
健
代
表
理
事
が
務

め
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状
と
『
山

陰
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機
構
』
の
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
地
で
増
え
続

け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
現
状

や
今
後
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
以
前
、
２
０
１
９
年
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
数
は
約
３
１
８

８
万
人
で
、
そ
の
消
費
額
は
約
４
兆

８
０
０
０
億
円
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き

く
減
少
し
た
も
の
の
、
24
年
の
予
測

数
値
は
観
光
客
数
が
約
３
５
０
０
万

人
、
消
費
額
は
８
兆
円
を
超
え
る
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
が
増
え
続

け
る
要
因
は
、
円
安
や
諸
外
国
の
所

得
増
加
だ
け
で
な
く
、
魅
力
の
あ
る

日
本
を
旅
行
す
る
こ
と
が
観
光
に
お

け
る
世
界
の
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い

る
と
話
す
野
浪
講
師
。
た
だ
、
宿
泊

者
数
の
７
割
強
が
、
交
通
網
が
発
達

し
て
い
る
３
大
都
市
圏
（
埼
玉
県
・
千

葉
県
・
神
奈
川
県
・
東
京
都
・
愛
知
県
・

京
都
府
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
）
に
偏
り
、

リ
ピ
ー
タ
ー
観
光
客
が
地
方
を
観
光

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
述
べ
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
山
陰
を
取

り
巻
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状
は
、

定
期
便
再
開
の
遅
れ
や
都
市
圏
の
観

光
を
優
先
す
る
理
由
な
ど
か
ら
、
全

  

観
光
・
交
通
部
会
研
修
会

観
光
・
交
通
部
会
研
修
会

山
陰
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状
は

山
陰
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状
は

　
　
　

　
　
　
　　
　　
　
　
　

　
　
　
　　  

誘
客
促
進
に
向
け
た
取
組
強
化

誘
客
促
進
に
向
け
た
取
組
強
化

国
の
回
復
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
大
幅

に
遅
れ
て
い
る
と
指
摘
。
一
方
で
日

本
人
の
国
内
旅
行
は
、
今
後
の
人
口

減
少
を
考
え
る
と
旅
行
者
数
や
消
費

額
は
伸
び
悩
む
と
予
測
さ
れ
る
た
め
、

い
か
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
を
地

方
に
呼
び
寄
せ
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
山
陰
に
お
け
る
今
後
の
動
向
に
つ

い
て
野
浪
講
師
は
、
定
期
便
の
新
規

就
航
や
再
開
、
関
西
や
山
陽
方
面
か

ら
山
陰
に
入
っ
て
く
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
客
で
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と

述
べ
、
山
陰
の
魅
力
を
引
き
出
し
た

取
り
組
み
や
コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
世
界
各

国
か
ら
評
価
が
高
い
日
本
食
の
「
ご

当
地
グ
ル
メ
」
や
、
山
陰
の
自
然
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
、
山
陰
の

優
れ
た
地
元
食
や
自
然
の
魅
力
を
活

用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
品
の

造
成
、
そ
れ
ら
の
情
報
発
信
な
ど
を

行
い
、「
行
政
や
経
済
界
な
ど
と
と
も

に
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

講演する野浪氏
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部

会
（
水
野
治
郎
部
会
長
）
は
11
月
20

日
（
水
）、
当
部
会
が
活
動
テ
ー
マ

の
一
つ
と
し
て
い
る
【
人
材
育
成
】

に
つ
い
て
先
進
事
例
を
学
ぶ
た
め
、

京
都
市
北
区
で
義
肢
装
具
を
製
作
す

る
「
㈱
洛
北
義
肢
」
を
視
察
し
、
部

会
員
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
グ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
企
業

ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
賞
を
受
賞
し
た
企
業
で
す
。
入
社

時
か
ら
10
年
間
の
プ
ラ
ン
設
定
を
す

る
「
10
年
の
パ
ス
ウ
ェ
イ
」
を
部
門

別
に
定
め
、
そ
の
枠
組
の
中
で
新
入

社
員
と
先
輩
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
現

場
を
通
し
て
成
長
す
る
「
プ
リ
セ
プ

タ
ー
制
度
」
と
、
新
た
な
知
識
や
技

術
の
習
得
を
推
進
す
る
「
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
継

続
的
プ
ロ
能
力
開
発
）
制
度
」
で

人
財
育
成
。
上
司
と
部
下
が
共
に
成

長
し
、
従
業
員
の
自
律
性
を
高
め
る

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
同
社
の
担
当
者
か
ら
、
育
成
や
教

育
、
能
力
開
発
制
度
を
導
入
し
た
背

景
や
取
り
組
み
の
成
果
を
聞
い
た
参

加
者
は
、「
他
社
の
成
功
事
例
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
参
考
に
な
っ
た
」

と
述
べ
、
自
社
に
ど
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
で
き
る
か
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
働
き
方
改
革
や
世
代
ご
と

で
仕
事
に
対
す
る
向
き
合
い
方
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
学
び
続
け
る
姿
勢

は
世
代
を
問
わ
ず
共
通
し
て
い
る
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
報
告
＝
経
営
支
援
二
課
主
任
　
尾

崎
龍
二
（
サ
ー
ビ
ス
部
会
担
当
）

  

サ
ー
ビ
ス
部
会
視
察
研
修
会

サ
ー
ビ
ス
部
会
視
察
研
修
会

人
材
育
成
の
事
例
に
つ
い
て
学
ぶ

人
材
育
成
の
事
例
に
つ
い
て
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
従
業
員
の
自
発
的
な
成
長
を
促
す

従
業
員
の
自
発
的
な
成
長
を
促
す

意見を交わす参加者たち

Vol.89Vol.89

“ 鳥取大学ＣｏＲＥラジオ ”のお知らせ“鳥取大学ＣｏＲＥラジオ ”のお知らせ

　鳥取大学地域価値創造研究教育機構では、誰でも気軽に

聞くことができるラジオを通して、「もっと地域と大学を

繋いでいきたい！」「鳥取をもっと好きになってもらいた

い！」そんな想いでラジオ番組を制作・放送しています。

鳥取大学の教職員が大学での教育や研究、地域と連携した

活動について、わかりやすく楽しくお話しします。

　番組の詳細は以下の通りです。なお、FM鳥取が受信で

きない地域の方も、インターネットでリアルタイム視聴が

可能ですので、是非お聴きください。

【放送局】FM鳥取　RADIO BIRD 82.5MHz

【放送日】毎週日曜 18:00 ～ 18:59

※ゲストは月替わりです。同一月内の放送は、第一日曜の

内容の再放送です。

【MC】山下弥生さん（FM鳥取）

【12月のゲスト】研究推進機構研究戦略本部

医学部附属病院新規医療研究推進センター

臨床研究支援部門　部門長（併任）遠藤佑輔　教授
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子
ど
も
た
ち
に
身
の
回
り
の
職
業

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
鳥
取

商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
水
野

治
郎
部
会
長
）
は
、
や
っ
て
み
よ
う
！

で
ー
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
に
あ
た
る
11
月
３
日

（
日
）、
鳥
取
市
中
砂
見
の
旧
神
戸
小

学
校
で
「
第
３
期
こ
ど
も
未
来
大
学
」

を
開
校
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
12
月
に
航
空
法
上
の

ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
、
物
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

「
ド
ロ
ー
ン
」
を
テ
ー
マ
に
当
事
業

を
企
画
。
講
師
に
㈱
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｍ

Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
ス
タ
ッ
フ
を
招
き
、

市
内
の
小
学
５
、
６
年
生
を
中
心
に

15
人
が
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
方
法
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
始
め
に
、
ド
ロ
ー
ン
が

荷
物
を
運
ぶ
実
証
実
験
の
映
像
を
視

聴
し
、
実
用
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
学
習
。
そ
の
後
は
体
育
館
に
移
動

し
て
、
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
て
飛
行

映
像
を
見
る
体
験
や
自
動
飛
行
さ
せ

る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
、
お
菓
子

を
運
ぶ
物
流
体
験
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
、
活
用
が
進
む
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
講
座
終
了
後
、
水
野
部
会
長
は
参

加
者
に
修
了
証
を
手
渡
し
、「
今
回

経
験
し
た
こ
と
を
今
後
の
勉
強
な
ど

に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
参

加
し
た
児
童
か
ら
は
「
高
い
所
か
ら

の
風
景
映
像
が
印
象
に
残
っ
た
」「
物

流
体
験
が
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
元
気

な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
報
告
＝
経
営
支
援
二
課
主
任
　
尾

崎
龍
二
（
サ
ー
ビ
ス
部
会
担
当
）

  

サ
ー
ビ
ス
部
会
こ
ど
も
未
来
大
学

サ
ー
ビ
ス
部
会
こ
ど
も
未
来
大
学

小
学
生
が
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
！

小
学
生
が
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
！

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　  

未
来
の
産
業
に
つ
い
て
学
ぶ

未
来
の
産
業
に
つ
い
て
学
ぶ

ドローン操縦を見学する児童

期間：2024年10月27日～2025年3月29日

2024年 東京便
冬ダイヤ決定！  鳥取砂丘コナン空港 1日 5往復 継続

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

ＡＮＡからのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  9 時 00 分 10 時 15 分
296 11 時 20 分 12 時 35 分
298 15 時 25 分 16 時 40 分
300 18 時 45 分 20 時 00 分

■鳥取⇒東京
便名 出発 到着
291  6 時 55 分  8 時 15 分
293  9 時 20 分 10 時 40 分
295 13 時 25 分 14 時 45 分
297 16 時 25 分 17 時 45 分
299 19 時 10 分 20 時 30 分

■東京⇒鳥取
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議

所
は
展
示
会
や

商
談
会
の
成
果
に

つ
な
げ
て
も
ら
お

う
と

11
月
７
日

（
木
）、
鳥
取
市
本

町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル

で
「
展
示
会
・
商

談
会
出
展
戦
略
×

商
談
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー｣
を
開
き
、

会
員
事
業
所
の
経

営
者
や
社
員
ら
14

人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
講
師
は
、
戦
略

構
築
支
援
・
営
業

力
強
化
支
援
な
ど

を
メ
イ
ン
に
企
業
支
援
を
し
て
い
る

新
潟
県
長
岡
市
の
グ
ロ
ー
カ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

部
・
八
田
元
之
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
務

め
、
展
示
会
・
商
談
会
に
お
け
る
戦

略
や
商
談
で
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
指

南
し
ま
し
た
。

　
展
示
会
出
展
の
目
的
は
「
新
規

顧
客
と
の
接
点
づ
く
り
と
見
込
み

客
の
育
成
」
と
述
べ
る
八
田
講
師
。

展
示
会
で
の
受
注
件
数
の
目
標
を
設

定
し
、
展
示
会
当
日
の
対
応
だ
け
で

は
な
く
事
前
予
告
や
事
後
の
フ
ォ

ロ
ー
・
提
案
・
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
ま
で

の
全
体
を
考
え
た
営
業
活
動
を
行
う

こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
八
田
講
師
は
、
展
示
会
の
限

ら
れ
た
時
間
で
見
込
み
客
の
情
報
を

獲
得
す
る
方
法
や
展
示
会
後
の
効
率

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
伝
授
。
そ

の
先
の
個
別
商
談
に
向
か
う
上
で
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
「
お
客
様
の
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
」
と
述
べ
、
課

題
の
仮
説
か
ら
解
決
策
の
仮
説
を
提

示
で
き
る
よ
う
に
準
備
す
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
ほ
か
、
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
で
は
成
約
に
つ
な
げ
る
実
践
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。

講演する八田講師

新たな販路開拓にチャレンジ！新たな販路開拓にチャレンジ！

成果につながる実践方法とは成果につながる実践方法とは
展示会戦略×商談力向上セミナー展示会戦略×商談力向上セミナー

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.16Vol.16

～研究紹介～
氏 　 名　下境　芳典（しもさかい よしのり）
� 准教授
所 　 属　公立鳥取環境大学
　　　  　経営学部経営学科
取 得 学 位　博士（経営学）（東北大学）

研究テーマ　経営学の新領域：非営利組織論と
　　　　　　　　　NPM（New Public Management）

主な研究内容
　私の専門は「非営利組織論」です。経営学は特に断りが
ない場合、大企業を研究対象としているので、この分野を
専門とする私は、経営学者の中では少数派でした。しかし
最近では、実社会での非営利組織の重要性が認知され始め、
経営学の領域が広がってきています。
　その遠因となっているのが、ＮＰM（New Public Man
agement）という発想の社会への浸透と実装です。ＮＰM
とは、公共分野にも民間企業の経営手法を取り入れようと
する考えのことで、この根底には、いわゆる「小さな政府」
を理想とする政治経済の哲学があります。1980年代以降、
日本を含む世界各国でこのような思想に基づいた改革が行
われてきました。我が国においては、郵政事業の民営化が
その代表的な事例です。

　もう一つの例として、2000年代前半には日本で独立行政
法人制度という新しい制度が作られました。これにより、
従来政府が行っていた事業の一部が、政府から切り離さ
れ、新しい法人形態が誕生しています。独立行政法人は、
国が定めた経営目標に向かって、自ら計画を立てて運営を
行うことになりました。そして、民間企業出身者が組織の
トップに就任する場合が数多く見られます。これはもちろ
ん、民間企業出身者のトップが、従来のいわゆるお役所的
な仕事から脱し、民間的な経営手法を取り入れ、組織の事
業効率を高めてくれることを期待して行われました。しか
し、私がその結果について調査したところ、驚くべきこと
に、民間企業出身者がトップになったからと言って、必ず
しも効率化が達成されるわけではない事が明らかになりま
した。どうやら話はそう単純なものではなく、現実にはよ
り複雑で、理想通りにはいかない未知なる障害があるよう
です。
　今後の研究では、企業研究により発展した経営学の手法
を非営利組織に応用し、どのようにしたら組織の効率的な
運営が可能になるのかを模索していきたいと考えていま
す。

応用分野
　PPP（Public-Private Partnership)、
　PFI（Private Finance Initiative）
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動 向
【
社
名
変
更
】

◆
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
中
国
統
括
本

部
鳥
取
鉄
道
部
→
西
日
本
旅
客
鉄

道
㈱
中
国
統
括
本
部
山
陰
支
社

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈱
ど
う
そ
う
企
画
鳥
取
営
業
所

　
鳥
取
営
業
所
長
＝
永
尾
　
新
二

◆
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
中
国
統
括
本

部
山
陰
支
社

　
副
支
社
長
＝
和
田
　
昇
司

◆
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
㈱
鳥
取
ワ
シ

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
け
出
分

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

　
総
支
配
人
＝
中
垣
　
裕
二

◆
青
谷
建
設
㈱

　
代
表
取
締
役
＝
山
根
　
誠

◆
㈲
湯
所
薬
品

　
代
表
取
締
役
＝
油
谷
　
章
吉

◆
ア
サ
ヒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
村
上
　
浩
幸

◆
三
井
住
友
信
託
銀
行
㈱
鳥
取
支
店

　
支
店
長
＝
梅
原
　
透

　
社
名
変
更
・
代
表
者
変
更
・
住
所

変
更
等
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口 ０８５７-５２-５８９４相談無料
受託機関：一般社団法人鳥取県発明協会（鳥取市若葉台南7 - 5 - 1）

いんぴっと

：to r imado@ to r i t o n . o r . j p

お気軽に
ご相談
ください

◆お店を開きたい
◆会社を設立したい
◆異業種に進出したい

創業
◆ホームページを作成したい
◆ECサイトを活用したい
◆商品やサービスをアピールしたい
◆商談展示会に出展したい

ＰＲ
営業

経営
管理

◆図面・製造ノウハウの
開示を求められた

◆海外に進出・販売したい
◆競合の状況が知りたい

秘密厳守

技術
開発◆商品を開発したい

◆他社と共同開発したい
◆開発や製造を他社に委託したい

知財無料相談会 ・会 場：鳥取商工会議所 会議室
・相談員：INPIT鳥取県知財総合支援窓口 支援担当者

知財無料相談会は鳥取商工会議所とＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口が連携して開催しております。

秘匿情報の保護
管理、海外での
権利化、市場調査

イラスト・写真・
キャッチコピー・
キャラクター（著作権）

商品名・商品ロゴ
（商標権）
商品デザイン
（意匠権）

先行技術調査、
委託契約

【申込・問い合わせ】 鳥取商工会議所 経営支援一課 ☎ 0857-32-8005

毎月
第1金曜日
13：00-16：00
（事前予約制）

　鳥取県では、忘新年会シーズンの『おいしい！
とっとり30・10食べきり運動』を実施していま
す。食品ロスの削減に向けて、下記の取り組みに
ご協力ください！

〇参加者に合わせた料理を適量注文しましょ
う。（好みや食べきれる量をチョイス！）
〇開始後30分間（目安）は、出来立ての料理を
おいしく食べましょう。（温かい料理は温か
いうちに、冷たい料理は冷たいうちに！）
〇お開き前の10分間は食べきりタイム！出さ
れた料理を残すことなく食べましょう。
〇食べきれなかった料理は、お店の方に確認し
て自己責任で持ち帰りましょう。

鳥取県生活環境部自然共生社会局
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　日本商工会議所ならびに東京商工会議所はこのほど、標記の実態調査を実施し、集計結果を公表しま
した。
　この調査は、2023年10月にインボイス制度、2024年１月に電子取引のデータ保存義務化（改正電子
帳簿保存法）が始まったことを受け、それぞれの制度開始後における事業者の対応状況等と、あわせて
経理事務や税務申告方法等のバックオフィス業務の状況等について調査したものです。

○インボイス制度導入を機に、免税事業者（BtoB中心）の73.3％がインボイス登録を実施。

○インボイス登録しなかった免税事業者（BtoB中心）のうち、64.0％が今後の登録を検討。

○インボイス制度導入を機に、免税事業者からインボイス登録（課税転換）した事業者のうち54.9%が減収した。また、
価格交渉を行った事業者は14.4%で、そのうち値上げを実現した事業者は約６割（60.9％）。

○インボイス登録した元免税事業者の85.5%が「２割特例（※）」を適用、そのうち85.2％が初めての申告をスムーズ
に実施（※）納税額を売上税額の２割に軽減する措置。2026年9月末で終了予定。

○インボイス制度導入後も免税事業者からの仕入を継続している事業者は74.0%であったが、今後も継続予定の事
業者は47.1%にとどまる。

○制度導入により約５割（48.8％）の事業者がコスト増を､約８割(82.2％）の事業者が事務負担の増を感じている。

○税負担・事務負担を訴える声が寄せられる一方、特例措置や商工会議所の支援により事業を継続できているとの声
も。

「中小企業におけるインボイス制度、電子帳簿保存法、
バックオフィス業務の実態調査」の結果

（１） 調査対象 ： 各地商工会議所の会員企業　　　   （２） 調 査 期 間 ： 2024年5月20日～6月14日
（３） 調査方法 ： ヒアリング調査　  　　　　　　　 （４） 回答企業数 ： 3,149社（回収率72.9％）

調査結果のポイント
調査結果P.3 ～ 11インボイス制度

○2024年1月から義務化された「電子取引におけるデータ保存」への対応状況は、規模が小さくなるほど「制度をよく
理解できず未対応」の割合が高い。

調査結果 P.12 ～ 15電子帳簿保存法

○「売上高１千万円以下の事業者」の約３割（31.1％）が、経理事務について税理士等外部専門家の関与なくすべて社内
で対応。

○「売上高１千万円以下の事業者」の約９割（92.0％）が1人で経理事務を行っている。また、売上規模が小さくなるほど、
専任の経理事務担当従業員がおらず、「売上高１千万円以下の事業者」の約８割（78.1％）が、代表者や営業担当者
等が経理事務を兼務。

○「売上高１千万円以下の事業者」の25.8％は電子申告(e-Tax)に対応しておらず、そのうち56.1％が「メリットが感
じられない」と回答。

調査結果 P.16 ～ 23バックオフィス業務

詳しい内容は、次のアドレス等にアクセスしてください。
https://www.jcci.or.jp/20240909_invoice_survey.pdf（PDF版）

日商・東商
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

実
務
家

古くて新しい万松青果の
経営と人材採用戦略 中路 和宏 48分

研
修
・
人

材
育
成

写真写りが劇的によくなる
撮られ方＆自撮りテクニック 渕上 真由 23分

一
般
経
営

NEW  
高くても売れる７つの鉄則 川上 徹也 36分 法

律
労働問題で足をすくわれない
経営を目指して 米澤 章吾 61分

NEW  コミュニティ経営のすすめ⑸
「コミュニティ型組織の評価と賃金」 畑中 義雄 30分

労
　
務

働きながら介護する時代の
「仕事と介護の両立環境」セミナー 田畑 啓史 47分

NEW  徳川幕府の経済政策
〜日本経済復活のヒントを探る〜⑹ 岡田 　晃 10分 ここがポイント！就業規則のつくり方 野澤 直子 25分

NEW  自社に合った人材採用を
実現させる情報発信術 篠塚 大輔 41分

税
務
・
財
務
・
経
理

改めて確認！インボイス制度講習会 小澄 健士郎 100分

研
修
・
人

材
育
成

あなたの想いが伝わる
ハートフルスピーチ® 悠稀 智惠 12分 経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp
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311
〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
師
走
の
候
、
皆
さ
ま
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
街
を
歩
け

ば
、
き
ら
め
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
澄
ん

だ
冬
の
空
気
に 
、
年
の
瀬
の
訪
れ
を
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
１
年
を
振
り
返
る
と
、

多
く
の
挑
戦
と
学
び
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
熱
意
の

賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
２
日
、
公
立
鳥
取
環
境
大
学
に
お
い

て
「
第
３
回 

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
事
業
は

昨
年
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
、
今
年
は
さ
ら
に
新
た
な
要
素
を
取
り

入
れ
、
幅
広
い
テ
ー
マ
に
挑
戦
す
る
形
と
な

り
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
は
、
今
回
の
プ
レ

ゼ
ン
に
臨
む
に
当
た
り
、
地
域
の
課
題
を
深

堀
り
す
る
中
で
「
鳥
取
の
こ
と
が
好
き
に
な

り
、
地
元
に
愛
着
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
若
い
世

代
が
地
域
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
る
貴
重
な

場
と
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
た

ち
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
、
彼
ら
の
新
鮮
な
視

点
や
柔
軟
な
発
想
に
多
く
の
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
青
翔
開
智

高
校
の
生
徒
と
和
食
店
「
更
科
」
で
作
っ
た

チ
ー
ム
「
ひ
か
り
も
の
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

名
物
の
サ
バ
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
、Ａ
Ｉ
を
活
用
し

作
成
し
た
店
内
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
に
取
り
組
み
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
し
た
。
優
勝
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
参
加
い
た
だ
い
た
高
校
生
、
企
業

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
15
日
か
ら
11
月
16
日
の
２
日
間
、
福

島
県
郡
山
市
に
て
開
催
さ
れ
た
第
42
回
全
国

会
長
研
修
会
「
ふ
く
し
ま
郡
山
会
議
」
に
民

野
次
年
度
会
長
予
定
者
、
事
務
局
の
担
当
者

と
３
人
で
出
席
し
ま
し
た
。
全
国
の
単
会
会

長
な
ど
が
集
ま
り
、
共
に
学
び
合
い
、
地
域

や
組
織
の
発
展
に
向
け
た
意
識
を
高
め
ま
し

た
。
今
回
は
「
会
員
増
強
に
お
け
る
課
題
解

決
の
実
践
報
告
と
検
証
」「
次
年
度
へ
の
引

継
ぎ
に
向
け
た
単
会
の
実
状
と
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
参
加
者
は
単
会
と

し
て
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
ど
の
よ
う
に

活
動
を
続
け
、
改
善
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
同

じ
志
を
持
つ
全
国
の
仲
間
の
存
在
を
強
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
大
き
な
収
穫
で
し

た
。
各
地
で
直
面
す
る
課
題
は
異
な
り
ま
す

が
、
共
通
す
る
目
標
は
地
域
の
発
展
と
会
員

の
成
長
で
あ
り
、
互
い
に
支
え
合
い
、
学
び

合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
研
修
の
成
果
を
単

会
や
会
員
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
地
域
の
未

来
を
切
り
開
く
力
と
な
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
成
長
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
は
11
月
２
日
、
公
立
鳥
取
環
境
大
学
で「
第

３
回
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

高
校
生
８
チ
ー
ム
と
地
元
企
業
６
社
が
協
力
し
て
地
域
な
ら
で
は
の
プ
ラ

ン
を
作
り
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
プ 

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
本
事
業
は
、

高
校
生
と
企
業
が
連
携
し
若
者
の
視
点
を
生
か
し
て
企
業
や
地
域
の
抱
え

る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
企
画
・
プ
レ
ゼ
ン
す
る

も
の
で
す
。
今
年
度
は
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の

ほ
か
、
外
部
の
企
業
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
紹
介
さ
れ
る
中
、
青
翔
開
智
高
校（
鳥
取

市
）の
チ
ー
ム
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
日
本
の
ヒ
カ
リ
も

の
へ
」。
サ
バ
を
使
っ
た
和
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
本
事
業
を
通
じ
て
地
元
企
業
と
高
校
生
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
若
い
世

代
に
地
元
企
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
理
解
を

深
め
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
の
地
元
就
職
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
未
来
を
担
う
若
者
た
ち
の
挑
戦
を
見
守
り
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
　
委
員
長
　
岸
本
　
夕
子
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『
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　　

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
』

　
　

『
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　　

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
』

　
11
月
15
日
か
ら
２
日
間
、「
第
42
回
全
国
会
長
研
修
会
ふ
く
し
ま
郡
山
会

議
」が
福
島
県
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
高
藤
会
長
と
民
野
次
年
度
会
長
、
事
務

局
担
当
者
の 

３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
会
員
総
会
が
開
か
れ
、
次
年
度
の
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
の
選
出

が
あ
り
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
の
は
、北
陸・信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
石
川
県
連
小
松

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
小
野
知
一
郎
氏
で
、２
０
２
５
年
度
は「
Y
E
G 

C
o
m
m
o
n
〜

心
通
い
合
う
繋
が
り
を
結
び
、
新
た
な
未
来
的
経
済
価
値
を
創
出
す
る
〜
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
活
動
す
る
と
所
信
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、〝
消
滅
可
能
性
自
治
体
〞に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
、
単
会
の
存

続
も
危
ぶ
ま
れ
る
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
お
り
、
地
域
全
体
で
危
機
感

を
共
有
で
き
な
け
れ
ば
成
長
は
難
し
い
と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
鳥
取
に

も
当
て
は
ま
る
問
題
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
も
人
口
問
題
と
向
き
合
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
２
日
目
は
、
現
職
会
長
、
次
年
度
会
長
、
そ
し
て
事
務
局
担
当
者
が
そ
れ

ぞ
れ
集
ま
り
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
次
年
度
会
長
の
研
修
で
は
次
年
度
の

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
や
委
員
会
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
単
会
の
課
題
点
や
会
員
拡
大
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　
研
修
を
通
じ
て
、
全
国
に
同
じ
気
概
を
持
っ
た
心
強
い
仲
間
が
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

や
個
人
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

次
年
度
会
長
予
定
者
　
民
野
　
泰
稔

　
11
月
９
日
、
津
山
商
工
会
議
所
青
年
部
の
創
立
45
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
が
津
山
市
の
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
、
津
山
城
で
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
45
周
年
に
は
、多
く
の
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

に
出
席
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
わ
れ
わ
れ
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
も
多
数
で
祝
福
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
は
県
外
の
単
会
と
し
て
は
最
も
距
離
が
近
く
、
２
０

１
５
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
道
53
号
線
で
つ
な
が
る
岡
山
、津
山
、鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
会「
Ｒ
53
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」を
機
に
、
本
格
的

な
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
石
川
哲
也
会
長
が
自
社
の
社
員
、
家
族
、

Ｏ
Ｂ
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ「
今
後
も
地
域
を
愛
し
、
地
域
か
ら

愛
さ
れ
る
団
体
に
な
る
こ
と
を
誓
う
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

続

く
懇
親
会
は
、津
山
城
・
三
の
丸
で
行
わ
れ
、石
垣
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
投
影
さ
れ
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、
津
山

の
名
物
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
ほ
か
の
単
会
か
ら
も
多
く
の
出

席
者
が
あ
り
、貴
重
な
交
流
の
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
企
業
同
士
の
ビ
ジ

ネ
ス
で
も
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
前
会
長
　
井
上
　
直
樹

第３回第３回

創
立
45
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

創
立
45
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

郡
山
全
国
会
長
会
議

郡
山
全
国
会
長
会
議

会議の様子

記念式典の様子

参加したメンバー

参加したメンバー

優勝チーム記念撮影

参加者集合写真

津
山
商
工
会
議
所
青
年
部

津
山
商
工
会
議
所
青
年
部

　   　大野 寿幸 君
　    （おおの としゆき）
事 業 所 名  ㈱大野興業
所属委員会  会員交流委員会

新 入 会 員新 入 会 員新 入 会 員
鳥取YEGは、地域を支える青年経済人の
集まりであり、一緒に鳥取を盛り上げて
いただける方を随時募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を持って
一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変えて、
企業と地域を活性化させましょう! 
お気軽にお問い合わせください。
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 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
師
走
の
候
、
皆
さ
ま
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
街
を
歩
け

ば
、
き
ら
め
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
澄
ん

だ
冬
の
空
気
に 

、
年
の
瀬
の
訪
れ
を
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
１
年
を
振
り
返
る
と
、

多
く
の
挑
戦
と
学
び
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
熱
意
の

賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
２
日
、
公
立
鳥
取
環
境
大
学
に
お
い

て
「
第
３
回 

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
事
業
は

昨
年
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
、
今
年
は
さ
ら
に
新
た
な
要
素
を
取
り

入
れ
、
幅
広
い
テ
ー
マ
に
挑
戦
す
る
形
と
な

り
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
は
、
今
回
の
プ
レ

ゼ
ン
に
臨
む
に
当
た
り
、
地
域
の
課
題
を
深

堀
り
す
る
中
で
「
鳥
取
の
こ
と
が
好
き
に
な

り
、
地
元
に
愛
着
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
若
い
世

代
が
地
域
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
る
貴
重
な

場
と
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
た

ち
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
、
彼
ら
の
新
鮮
な
視

点
や
柔
軟
な
発
想
に
多
く
の
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
青
翔
開
智

高
校
の
生
徒
と
和
食
店
「
更
科
」
で
作
っ
た

チ
ー
ム
「
ひ
か
り
も
の
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

名
物
の
サ
バ
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
、Ａ
Ｉ
を
活
用
し

作
成
し
た
店
内
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
に
取
り
組
み
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
し
た
。
優
勝
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
参
加
い
た
だ
い
た
高
校
生
、
企
業

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
15
日
か
ら
11
月
16
日
の
２
日
間
、
福

島
県
郡
山
市
に
て
開
催
さ
れ
た
第
42
回
全
国

会
長
研
修
会
「
ふ
く
し
ま
郡
山
会
議
」
に
民

野
次
年
度
会
長
予
定
者
、
事
務
局
の
担
当
者

と
３
人
で
出
席
し
ま
し
た
。
全
国
の
単
会
会

長
な
ど
が
集
ま
り
、
共
に
学
び
合
い
、
地
域

や
組
織
の
発
展
に
向
け
た
意
識
を
高
め
ま
し

た
。
今
回
は
「
会
員
増
強
に
お
け
る
課
題
解

決
の
実
践
報
告
と
検
証
」「
次
年
度
へ
の
引

継
ぎ
に
向
け
た
単
会
の
実
状
と
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
参
加
者
は
単
会
と

し
て
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
ど
の
よ
う
に

活
動
を
続
け
、
改
善
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
同

じ
志
を
持
つ
全
国
の
仲
間
の
存
在
を
強
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
大
き
な
収
穫
で
し

た
。
各
地
で
直
面
す
る
課
題
は
異
な
り
ま
す

が
、
共
通
す
る
目
標
は
地
域
の
発
展
と
会
員

の
成
長
で
あ
り
、
互
い
に
支
え
合
い
、
学
び

合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
研
修
の
成
果
を
単

会
や
会
員
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
地
域
の
未

来
を
切
り
開
く
力
と
な
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
成
長
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
は
11
月
２
日
、
公
立
鳥
取
環
境
大
学
で「
第

３
回
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

高
校
生
８
チ
ー
ム
と
地
元
企
業
６
社
が
協
力
し
て
地
域
な
ら
で
は
の
プ
ラ

ン
を
作
り
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
プ 

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
本
事
業
は
、

高
校
生
と
企
業
が
連
携
し
若
者
の
視
点
を
生
か
し
て
企
業
や
地
域
の
抱
え

る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
企
画
・
プ
レ
ゼ
ン
す
る

も
の
で
す
。
今
年
度
は
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の

ほ
か
、
外
部
の
企
業
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
紹
介
さ
れ
る
中
、
青
翔
開
智
高
校（
鳥
取

市
）の
チ
ー
ム
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
日
本
の
ヒ
カ
リ
も

の
へ
」。
サ
バ
を
使
っ
た
和
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
本
事
業
を
通
じ
て
地
元
企
業
と
高
校
生
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
若
い
世

代
に
地
元
企
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
理
解
を

深
め
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
の
地
元
就
職
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
未
来
を
担
う
若
者
た
ち
の
挑
戦
を
見
守
り
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会
　
委
員
長
　
岸
本
　
夕
子

発行：令和 6年１2月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

　
　

『
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　　

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
』

　
　

『
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　　

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
』

　
11
月
15
日
か
ら
２
日
間
、「
第
42
回
全
国
会
長
研
修
会
ふ
く
し
ま
郡
山
会

議
」が
福
島
県
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
高
藤
会
長
と
民
野
次
年
度
会
長
、
事
務

局
担
当
者
の 

３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
会
員
総
会
が
開
か
れ
、
次
年
度
の
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
の
選
出

が
あ
り
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
の
は
、北
陸・信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
石
川
県
連
小
松

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
小
野
知
一
郎
氏
で
、２
０
２
５
年
度
は「
Y
E
G 

C
o
m
m
o
n
〜

心
通
い
合
う
繋
が
り
を
結
び
、
新
た
な
未
来
的
経
済
価
値
を
創
出
す
る
〜
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
活
動
す
る
と
所
信
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、〝
消
滅
可
能
性
自
治
体
〞に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
、
単
会
の
存

続
も
危
ぶ
ま
れ
る
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
お
り
、
地
域
全
体
で
危
機
感

を
共
有
で
き
な
け
れ
ば
成
長
は
難
し
い
と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
鳥
取
に

も
当
て
は
ま
る
問
題
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
も
人
口
問
題
と
向
き
合
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
２
日
目
は
、
現
職
会
長
、
次
年
度
会
長
、
そ
し
て
事
務
局
担
当
者
が
そ
れ

ぞ
れ
集
ま
り
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
次
年
度
会
長
の
研
修
で
は
次
年
度
の

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
や
委
員
会
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
単
会
の
課
題
点
や
会
員
拡
大
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　
研
修
を
通
じ
て
、
全
国
に
同
じ
気
概
を
持
っ
た
心
強
い
仲
間
が
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

や
個
人
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

次
年
度
会
長
予
定
者
　
民
野
　
泰
稔

　
11
月
９
日
、
津
山
商
工
会
議
所
青
年
部
の
創
立
45
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
が
津
山
市
の
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
、
津
山
城
で
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
45
周
年
に
は
、多
く
の
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

に
出
席
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
わ
れ
わ
れ
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
も
多
数
で
祝
福
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
は
県
外
の
単
会
と
し
て
は
最
も
距
離
が
近
く
、
２
０

１
５
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
道
53
号
線
で
つ
な
が
る
岡
山
、津
山
、鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
会「
Ｒ
53
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」を
機
に
、
本
格
的

な
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
石
川
哲
也
会
長
が
自
社
の
社
員
、
家
族
、

Ｏ
Ｂ
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ「
今
後
も
地
域
を
愛
し
、
地
域
か
ら

愛
さ
れ
る
団
体
に
な
る
こ
と
を
誓
う
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

続

く
懇
親
会
は
、津
山
城
・
三
の
丸
で
行
わ
れ
、石
垣
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
投
影
さ
れ
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、
津
山

の
名
物
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
ほ
か
の
単
会
か
ら
も
多
く
の
出

席
者
が
あ
り
、貴
重
な
交
流
の
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
企
業
同
士
の
ビ
ジ

ネ
ス
で
も
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
前
会
長
　
井
上
　
直
樹

第３回第３回

創
立
45
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

創
立
45
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

郡
山
全
国
会
長
会
議

郡
山
全
国
会
長
会
議

会議の様子

記念式典の様子

参加したメンバー

参加したメンバー

優勝チーム記念撮影

参加者集合写真

津
山
商
工
会
議
所
青
年
部

津
山
商
工
会
議
所
青
年
部

　   　大野 寿幸 君
　    （おおの としゆき）
事 業 所 名  ㈱大野興業
所属委員会  会員交流委員会

新 入 会 員新 入 会 員新 入 会 員
鳥取YEGは、地域を支える青年経済人の
集まりであり、一緒に鳥取を盛り上げて
いただける方を随時募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を持って
一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変えて、
企業と地域を活性化させましょう! 
お気軽にお問い合わせください。
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11
月
13
日
、
鳥
取
産
業
会
館
１
階

で
、
第
48
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
開
場
前
か
ら
多

く
の
方
が
お
並
び
に
な
る
な
ど
、
活

気
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
バ
ザ
ー
で
は
食
品
の
一
部

を
、「
麒
麟
の
ま
ち
地
域
食
堂
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
寄

贈
し
た
食
品
は
、
こ
ど
も
（
地
域
）
食

堂
に
寄
贈
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
バ
ザ
ー

収
益
金
の
一
部
は
、
社
会
福
祉
・
地

域
貢
献
事
業
に
寄
付
い
た
し
ま
す
。

　
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鳥
取
商
工
会
議
所
女
性
会
一
同
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
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11
月
７
日
～
８
日
の
２
日
間
、
滋

賀
県
大
津
市
で
第
56
回
全
国
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会
滋
賀
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
の

テ
ー
マ
は
「
山
と
湖
の
恵
み
を
光
る

貴
女
（
き
み
）
へ
」
で
、
全
国
か
ら

２
５
３
０
人
の
会
員
が
集
ま
り
、
琵

琶
湖
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
と
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
で
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
湖

笛
の
会
」
の
演
奏
が
華
や
か
な
雰
囲

気
を
演
出
し
ま
し
た
。
懇
親
会
終
了

後
に
は
、
琵
琶
湖
上
で
特
別
に
花
火

December 2024 女性会だより12 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club

第第
5656
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
滋
賀
全
国
大
会

回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
滋
賀
全
国
大
会

～
山
と
湖
の
恵
み
を
光
る
貴
女（
き
み
）へ
～

～
山
と
湖
の
恵
み
を
光
る
貴
女（
き
み
）へ
～

参加会員の集合写真

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
と
湖
面
を

彩
る
幻
想
的
な
光
景
が
参
加
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
全
国
大
会
は
、
滋
賀
県

立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
開
催
。

　
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
・
畠
山
笑
美
子
会
長
は
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
、「
女
性
の
活
躍
が
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
く
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
滋
賀

県
知
事
・
三
日
月
大
造
氏
、
大
津
市

長
・
佐
藤
健
司
氏
が
滋
賀
の
魅
力
を

紹
介
。「
滋
賀
の
良
さ
を
ぜ
ひ
口
コ

ミ
で
広
め
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
現
在
放
送
中
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」

に
ち
な
み
、
能
楽
師
・
吉
浪
壽
晃
氏

が
「
須
磨
源
氏
」
の
舞
を
優
美
に
披

露
。
大
本
山
石
山
寺
の
鷲
尾
龍
華
座

主
が
紫
式
部
や
「
源
氏
物
語
」
の
魅

力
を
語
り
、
歴
史
と
文
学
に
彩
ら
れ

た
文
化
の
奥
深
さ
を
体
感
す
る
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
期
間
中
に
は
滋
賀
の

名
産
品
が
並
ぶ
物
産
展
が
開
催
さ
れ
、

人
気
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」

も
登
場
。
参
加
者
に
笑
顔
を
届
け
ま

し
た
。

　
琵
琶
湖
の
自
然
や
文
化
を
存
分
に

味
わ
っ
た
２
日
間
は
、
全
国
の
会
員

に
と
っ
て
実
り
あ
る
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

「須磨源氏」

賑わうバザー会場

湖上花火の幻想的な風景

第第
4848
回
チ
ャ
リ
テ
イ
ー

回
チ
ャ
リ
テ
イ
ー

バ
ザ
ー
を
開
催

バ
ザ
ー
を
開
催
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◆
Ｊ
Ａ
Ｆ
で
は
毎
年
、
全
国

で
「
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道

で
の
一
時
停
止
」の
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
先
般
そ
の
結
果
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
◆
鳥
取
県
の
歩

行
者
が
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と

し
た
際
に
一
時
停
止
し
た
車
は

54
・
１
％
。
前
年
よ
り
４・１
ポ

イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、

半
数
近
く
が
停
止
し
て
い
な
い

と
い
う
結
果
で
す
。
日
暮
れ
が

早
い
こ
の
時
期
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
注
意
深
く
運
転
し
た

い
も
の
で
す
◆
こ
の
１
年
間
、

所
報
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ

ま
、
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
ま
せ
。�

（
Ａ
）
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編　集　室

 

鳥
取
市
歴
史
博
物
館

          

企
画
展
の
ご
案
内

　（
公
財
）
鳥
取
市
文
化
財
団
鳥
取

市
歴
史
博
物
館
は
、
次
の
通
り
企
画

展
「
写
真
展
百
年
前
の
鳥
取
～
大
正

期
の
鳥
取
～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
▼
会
期
―
２
０
２
５
年
１
月
26
日

（
日
）
ま
で
＊
休
館
日
は
、
12
月
16

日
（
月
）・
23
日
（
月
）、
29
日
（
日
）

～
２
０
２
５
年
１
月
３
日
（
金
）、

６
日
（
月
）・
14
日
（
火
）・
20
日

（
月
）
▼
観
覧
時
間
―
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
最
終
入
館
は
午
後
４
時

30
分
）
▼
会
場
―
鳥
取
市
歴
史
博
物

館
１
階
特
別
展
示
室
▼
観
覧
料
―

３
０
０
円
（
常
設
展
示
観
覧
料
を
含

む
）
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
（
公
財
）

鳥
取
市
文
化
財
団
鳥

取
市
歴
史
博
物
館

（
℡
０
８
５
７
―
23

―
２
１
４
０
）

　
絵
金
展
実
行
委
員
会
（
鳥
取
県
立

博
物
館
、
日
本
海
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
㈱
）
と
読
売
新
聞
社
は
、
次
の
通

り
企
画
展
「
幕
末
土
佐
の
天
才
絵
師
・

絵
金
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
▼
会
期
―
２
０
２
５
年
１
月
13
日

（
月
・
祝
）
ま
で
＊
休
館
日
は
、
月
曜

日
お
よ
び
12
月
29
日
（
日
）
～
１
月

３
日
（
金
）
▼
時
間
―
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
入
館
は
閉
館
の
30
分
前

ま
で
）
▼
会
場
―
鳥
取
県
立
博
物
館

第
１
・
第
２
特
別
展
示
室
▼
観
覧
料

―
一
般
８
０
０
円
（
20
人
以
上
の
団
体

６
０
０
円
）
＊
70
歳
以
上
・
大
学
生

以
下
・
学
校
教
育
活
動
で
の
引
率
者
、

障
が
い
の
あ
る
方
・
難
病
患
者
の
方
・

要
介
護
者
等
お
よ
び
そ
の
介
護
者
は

無
料
▼
問
い
合
わ
せ

先
―
鳥
取
県
立
博
物

館
（
℡
０
８
５
７
―

26
―
８
０
４
２
）

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

12
／
20
㈮

ク
リ
ス
マ
ス
会

21
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

懇
親
会

22
㈰

合
唱
練
習

29
㈰

　

30
㈪

31
㈫

休
館
日

１
／
1
㈬

２
㈭

３
㈮

11
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

12
㈰

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
発
表
会

15
㈬

２
０
２
５
年
１
月
定
例
会

18
㈯

パ
レ
ッ
ト
冬
あ
そ
び　

ペ
ン
ラ
イ
ト
ア
ー
ト
「
光
の

お
絵
描
き
」【
申
込
要
】

19
㈰

パ
レ
ッ
ト
冬
あ
そ
び　

「
じ
ゃ
ん
ぐ
る
☆
じ
む
」
と

あ
そ
ぼ
う
！
【
公
開
】

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

鳥
取
県
立
博
物
館

　    

企
画
展
の
ご
案
内

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マ ル 経 融 資 をご活用ください！
マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし

で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および

娯楽業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の事業所です。 

●融資限度額 2,000 万円  ●利率 年 1.65％（2024.12.1 現在） 

●返 済 期 間 運転資金＝  ７年以内（据え置き１年以内） 

設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内） 

問い合わせ先 鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857－32－8005
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１
　
運
送
業
界
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

２
　
青
年
部
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト

３
　
サ
ー
ビ
ス
部
会
こ
ど
も
未
来
大
学

５
　
金
融
部
会
視
察
研
修
（
６
日
も
、
愛
知
県

岡
崎
市
）▽
青
年
部
仕
組
み
改
善
委
員
会
・

総
務
委
員
会
・
鳥
取
お
城
委
員
会

６
　
観
光
・
交
通
部
会
常
任
委
員
会

７
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
展
示
会
・
商
談
会

出
展
戦
略
×
商
談
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
▽
青

年
部
政
策
提
言
委
員
会

12
　
流
通
部
会
視
察
研
修
（
13
日
も
、
岐
阜
県

多
治
見
市
ほ
か
）

13
　
企
画
政
策
委
員
会
▽
女
性
会
バ
ザ
ー

14
　
運
営
委
員
会

15
　
優
良
従
業
員
表
彰
式

17
　
日
商
簿
記
検
定
試
験

18
　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
意
見
交
換
会

19
　
定
例
金
融
相
談
会
▽
サ
ー
ビ
ス
部
会
視
察

研
修
（
20
日
も
、
京
都
市
）
▽
青
年
部
５

役
会

20
　
青
年
部
会
員
交
流
委
員
会

22
　
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会

23
　
歴
ま
ち
事
業
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

25
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
と
っ
と
り
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会

26
　
青
年
部
理
事
会

27
　
県
下
４
商
工
会
議
所
工
業
部
会
正
副
部
会

長
会
議
（
境
港
市
）

29
　
学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
in
湖
山
西
小
学
校

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　１月21日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

1１
月
抜
粋

営業時間： 昼食11：00～14：00 夕食17：00～22：00

電話番号：(0857)２３-０４９４ FAX番号：(0857）21-1238

〒680-0821 鳥取県鳥取市瓦町526

郷土料理

おせち 御予約承り中
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〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

公共交通

キャンペーン

とっとり

公共交通フォトコンテスト

主催 /みんなが乗りたくなる公共交通利用促進協議会
問い合わせ先/事務局 鳥取県交通政策課　電話 0857-26-7100　午前8:30~午後5:15(月～金)  E-mail: koutsuuseisaku@pref.tottori.lg.jp

Instagramまたは Xでハッシュタグを
つけて投稿しよう！

#鳥撮キャンペーン2 #案外公共交通でも来れました Instagram・Snowで
オリジナルエフェクトが

もらえる！

駅やバスターミナルでダウンロード
QR掲示中！
詳細はキャンペーンHPをチェック！

キャンペーン期間

優秀作品に選ばれた方には… 鳥取県の特産品をプレゼント！！

2024 月 日11 18年 月 2025 月 日1 31年 金～
詳しくはこちら！


